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研究成果の概要（和文）：トレーニングボックスにおいて光学式トラッカー(Micron Tracker)を用いて鉗子の動
作解析を行い、3D内視鏡の立体視が2Dの平面視に比べて、操作距離の短縮をもたらすことを明らかにした(Nishi
 M, Kanaji S et al, Surgery.2016)。さらに、新しい内視鏡手術の動作解析法としてRGB画像と3D内視鏡の左右
画像から人工知能を用いて術具形状を自動認識するアルゴリズムを確立させた。これにより手術映像のみから術
具の形を自動的に抽出し、3D内視鏡のステレオ映像より術具の3次元座標位置を取得し、術者の動作を3次元追跡
することが可能となった。

研究成果の概要（英文）：We have reported that 3D can shorten the movement of laparoscopic forceps 
compared with 2D in training box (Nishi M, Kanaji S et al, Surgery.2016). Further, we have developed
 the new method of the laparoscopic image recognition from RGB image and depth image with 3D by 
artificial intelligence. Our method can detect the location of forceps tip automatically only from 
operative image and track the motion of surgeon.

研究分野：上部消化管
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カーによる３次元動作追跡法
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１．研究開始当初の背景 
鉗子先端を画像認識することで 3次元動作追
跡する方法が Vinciシステムで報告されてい
る。この方法を近年普及しつつある 3D 内視
鏡を使用した腹腔鏡手術に応用可能となれ
ば，通常の 3D 内視鏡による手術操作を 3D
軌跡データとして得ることができる。 
 
２．研究の目的 
3D 内視鏡において立体視の有用性を示し，
器具先端の画像認識による 3次元動作追跡法
を開発することを目的とする。さらに画像認
識を用いた手術操作の 3次元軌跡データから
教育システムを構築する。 
 
３．研究の方法 
3D 内視鏡を用いて立体視が手術操作にもた
らす有用性を，3D モニターでの器具先端の操
作軌跡距離が 2D に比べて短いことで明らか
する。3 次元動作追跡法として画像認識を用
いる新しい方法を開発し，この追跡精度が反
射用マーカーを用いる従来の方法に対して
劣らないことを検証する。さらに，手術器具
先端を画像認識することで3次元動作追跡し，
術者ごとの手術操作を 3D 軌跡データとして
データベース化する。 
 
４．研究成果 
トレーニングボックスにおいて光学式トラ
ッカー(Micron Tracker)を用いて鉗子の動作
解析を行い、3D 内視鏡の立体視が 2D の平面
視に比べて、操作距離の短縮をもたらすこと
を明らかにした(Nishi M, Kanaji S et al, 
Surgery.2016)。さらに、新しい内視鏡手術
の動作解析法として RGB 画像と 3D 内視鏡の
左右画像から人工知能を用いて術具形状を
自動認識するアルゴリズムを確立させた。こ
れにより手術映像のみから術具の形を自動
的に抽出し、3D 内視鏡のステレオ映像より術
具の 3次元座標位置を取得し、術者の動作を
3次元追跡することが可能となった。 
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